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文芸″

よ
そ
・り
琴
史
芸
」

一短
一
歌
一　
篠

　

弘

選

【
秀
逸
】

リ
ポ
ー
ト
の
大
方
は
パ
ソ

コ
ン
文
字
と
な
り
手
書
き
の
文
字
を

味
は
ひ
て
読
む

瀬
谷
区
　
古
山
　
智
子

（
評
）
む
し
ろ
読
み
に
く
い
手
書
き
の
も
の
か
ら
、
本
音
や

肉
声
を
感
じ
取
る
作
者
。
よ
く
理
解
し
う
る
歌
。
教
師
の
歌

も
、
時
代
に
よ

っ
て
変
わ

っ
て
く
る
。

【
佳
作
】

さ
よ
な
ら
は
言
は
ず
別
れ
し
教

へ
子
に
律
義
に
文
を
寄
こ
す
子

海
老
名
市
　
浜
元
　
さ
ざ
波

（
評
）
あ
ま
り
目
立
た
な
い
子
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

上
旬
の
描
写
が
説
得
力
を
も
つ
。
連
絡
を
も
ら
う
よ
ろ
こ
び

が
如
実
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

汚
染
水
漏
れ
つ
づ
け
る
と
い
ふ

ニ
ュ
ー
ス
十
六
夜
の
月
明
る
か

れ
ど
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
沢
区
　
後
藤
　
恵
市

階
段
を
駆
け
上
り
ゆ
く
ミ

ニ
の
娘
の
バ
ッ
グ
が
裾
を
巧
み
に
守

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
市
中
央
区
　
落
合
　
征
夫

サ

ッ
カ
ー
の
試
合
終

へ
た
る
ク
ラ
ウ
ン
ド
に
散
水
さ
れ
て
虹
の

旭
区
　
岡
部
　
重
喜

ジ
ャ
ポ

ニ
カ
に
世
話
に
な

っ
た
が
電
子
辞
書
引
け
ば
恨
め
し
そ

う
に
吾
み
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
原
市
　
岡
田
チ
ヨ
子

ス
ズ
メ
バ
チ
に
動
け
ぬ
わ
れ
の
そ
の
脇
を
登
山
客
ら
は
つ
ぎ
つ

中
原
区
　
大
平
真
理
子

居
眠
り
が
や
た
ら
増
し
く
る
観
愈
期
二
人
並
ん
で
午
後
の
転
寝

相
模
原
市
南
区
　
大
日
方
　
博

古
家
に
己
が
認
し
み
押
し
込
め

て
住
み
跡
れ
し
街
ふ
た
り
は
去

一
山
道
に
足
休
め
た
り
通
草
の
実
　
　
　
山
北
町
　
武
　
　
昭
好

り
ゆ
く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

厚
木
市

井
上

勝
朗

一　

　

　

一
＝

〓

狐

」

瀬

々

倉

　

卓

冶

　

選

母
惚
け

て
わ
が
事
な
れ
ば
折
り
合
い
の

つ
か
ぬ
気
持
ち
の
ゆ
き

ど
こ
ろ
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
市
　
浅
川
八
重
子

一
　

【
秀
逸
】

お
互
い
に
時
間
の
無
駄
と
知
り

つ
つ
も
な
か
な
か
切
れ
ぬ
セ
ー

一
徘
徊
よ
昔

々
を
掴
め
た
か
　
　
　
　
　
鎌
倉
市
　
神
川
　
敦
子

ル
ス
電
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
須
賀
市
　
青
木
　
恭
子

一
　

（
評
）
徘
徊
は
落
暉
を
掴
む
丘
で
果

て
。

一
噴
水
の
天
辺
に
坐
す
阿
弥
陀
仏

一俳
一
句
一　
辻
　
　
桃
子
　
選

一　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

相
模
原
市
中
央
区
　
北
　
　
修

二

【
秀
逸
】
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

一
生
き
た
日
も
死
ぬ
日
も
遺
書
の
か
さ
そ
こ
ね

駄
句
供

へ

一
喝
も
ら
ふ
師
の
墓
参
　
横
須
賀
市
　
大
塚
　
　
進

（
評
）
俳
句
の
師
の
墓

へ
詣
で
て
花
と
線
香
を
供
え
、　
一
句

捧
げ
た
。
す
る
と
生
前
の
よ
う
に
、
こ
ん
な
駄
句
で
ど
う
す

る
と
、　
一
喝
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
し
て
し
み
じ
み

と
師
の
愛
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
師
は
あ
り
が
た

き
か
な
。

【
佳
作
】

風
除
け
を
せ
し
ろ
う
そ
く
や
庭
花
火
　
瀬
谷
区
　
相
沢
サ
カ

ヱ

（
評
）
庭
で
家
族
と
花
火
を
し
て
い
る
。
少
し
風
が
出
て
き

た
の
で
、
花
火
に
火
を
点
け
る
ろ
う
そ
く
に
風
除
け
を
め
ぐ

ら
せ
た
。
花
火
で
は
な
く
、
風
に
炎
が
ゆ
れ
る
ろ
う
そ
く
に

注
目
し
た
と
こ
ろ
に
新
味
が
あ
る
。

コ
ス
モ
ス
や
本
だ
経
の
海
波
立
ち
て
　
一
一宮
町
　
原
　
　
新
平

静
伽か
橋
に
胡
桃
拾

つ
て
戻
り
来
し
　
　
な
南
区
　
本
多
　
豊
明

や
う
や
く
に
秋
の
湿
り
の
日
々
と
な
り

鶴
見
区

丸
岡
　
哲
也

秋
の
水
放
水
を
し
て
ロ
ケ
な
る
と
　
　
麻
生
区
　
天
野
　
啓
治

情
深
き
髯
物
ド
ラ
マ
酔
芙
蓉
　
　
　
　
逗
子
市
　
宮
崎
　
崇
子

エ
プ
ロ
ン
を
脱
げ
ば
飛
」
の
子
の
跳
ね
て瀬

谷
区
　
伊
藤
　
　
浩

星
月
夜
言
葉
少
な
き
母
見
舞
ふ
　
　
海
老
名
市
　
岡
部
　
彩
海

間
引
菜
や
畑
の
帰
り
の

一
つ
か
み
　
　
都
筑
区
　
一局
野
　
照
子

旭
区
　
河
合
り
え
子

火
を
埋
め
る
掌

に
ひ
ん
や
り
と
擦
過
傷

海
老
名
市
　
や
ま
ぐ
ち
珠
美

に
ん
げ
ん
を
消
し
て
も
残
る
放
射
能
　
一
一宮
町
　
原
田
　
和
洋

サ
イ

コ
ロ
を
振
り
損
な

っ
て
現
在
地
　
一二
浦
市
　
吉
原
　
博
義

八
起
き
し
て
あ
な
た
の
意
図
が
見
え

て
く
る

神
奈
川
区
　
松
崎
佐
智
代

認
知
症
悟

っ
て
知

っ
た
花
畑
　
　
　
　
　
泉
区
　
熊
田
　
松
雄

か
ん
ら
ん
車
レ
ト

ロ
な
町
が

蘇

る

　

泉
区
　
せ
き
ね
き
よ
し

人
の
字
に
組
み
立

て
て
み
る
夫
婦
箸
　
　
旭
区
　
一
一宮
　
茂
男

花

ご
ざ
を
仕
舞
う
と
浅
く
な
る
昼
寝
　
港
北
区
　
山
本
喜
太
郎

好
き
嫌
い
表

に
出
さ
ぬ
並
の
空
　
　
　
一戸
塚
区
　
綱
　
　
　
礼

よ
く
見
る
と
日
に

一
本
の
福
祉
バ
ス
　

一
一宮
町
　
渡
辺
　
誠
也

金
策
の
苦
労
は
知
ら
ぬ
後
ろ
楯
　
　
　
青
葉
区
　
菊
地
　
政
勝

定
年
の
駅
が
妻
に
も
欲
し
い
家
事
　
　
藤
沢
市
　
加
藤
の
ぶ
子

◆
投
稿
規
定
◆
　
は
が
き
に
１
人
３
首
（
句
）
以
内
。
既
発
表
作
や
二
重

投
稿
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。
作
品
の
あ
と
に
住
所
、
氏
名
（筆
名
も
可
）、

年
齢
と
、
必
ず
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
２
３
１
・０
０
２
３
　
横
浜
市
中

区
山
下
町
５‐
の
１
、読
売
新
聞
横
浜
支
局
「よ
み
う
り
文
芸
（○
○
と
係
へ
。

○
○
に
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
い
ず
れ
か
を
記
入
。
指
導
奨
励
の
意
味
で
作
品

に
手
を
入
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
秀
逸
に
は
記
念
品
を
贈
呈
。

「
讚颯膨黎

tし ご乗 りが 行 われ る

、カリトビ⊂D (046・ 822・

当日の開催確 認は午

t降、市 コール セ ンタ

1822・ 2500) 。

回 辻堂海浜 公 園秋 の
)り  19日 午 前 10E4-
「、藤沢市 辻堂 西海 岸

|。 フ リーマ ーケ ッ ト

ヽ 吹奏楽 の演 奏のほ

|ど も遊び &みんなの

、模擬店な どが 出る。

「 10時～ 午 後 3時半
トージイベ ン トなどの

|`ゞズど「Fふ昌ス
)れる。雨天 中止。 同

66・ 34・ 0011) 。

からの家族 で楽 しむ

サーート 22日 午後 2

市川崎区・ プ ラザ 田

地 域 で 活 動 す る コ

ル ー プ の M ISフ ア

に よ る 一‐緒 0こ 歌 っ

コンサー ト。 曲目は

ンマ ン体 操 」など。

80人 。 入 場 無 料 、

「
]し′fラ tガ  (044・

スタ厳選 の秋 の味覚

レゼ ン トす る。

ビ(18日 ==後 6 ・ 00)

所 」 と呼 ば れ る横

市場 にシくンポッ ト

。ナ ビゲー ターの麻

神奈川 区 にあ る本場

3番目に開場 した

市 場 で は 、 魚

う「水産 物部 」、野

扱 う 「 青 果 部 J、

扱 う「 鳥 り田部 」 で

全 国 や 世 界 中 の 生

毎日、生 鮮食料品が

せ りの様 子 な ど市 場

伝え るほか、誰で も

る市場 内の店 やイ ベ

介す る。

分で産地 の特徴 を学

今期はブルゴーニ

、ロワールなどフ

す◆和太鼓  夜 クラ

団・ 鼓粋代表 の加藤

1・ 3・ 5月 曜 18時。

で触れる機会の少な
思い っき り叩きませ

古来の伝統的な響き

し ょう。 日頃のス ト

もな ります。会場は

(関内 )のスタジオ o


